
レクチャー結び目理論 (共立出版 2007)(初版第２刷)
の訂正

25p. (下から 9行目) σiσk = σkσi → σiσj = σjσi

35p. (図 3.3の訂正) 図 3.3を下の図 1に置き換える.

101p. (下から 3行目) r → r(= 2)

111p. (下から 7行目) ガウス和 → i =
√
−1 としてガウス和

111p. (下から 6行目) i → i (同様の訂正は, 112ページ上から 1行目, 115
ページ上から 15行目, 117ページ下から 1行目, 2行目にも 1個所ずつありま
す.)

111p. (下から 1行目) = exp(2πiq(xj) · q(yj)) → = exp(πi q(xj) · q(yj))

112p. (上から 3行目)

exp(
g∑

j=1

q(xj) · q(yj)) → exp(πi
g∑

j=1

q(xj) · q(yj))

113p. (上から 13行目) (付録参照)　 → 　 (付録 p.174 脚注参照)

115p. (上から 7行目) fi−1 → fi (2個所)

123p. (下から 7行目)
√
−1 → i (2個所) (同様の訂正は 124ページ下か

ら 6行目にも 2個所あります.)

図 1: 図 3.3の変更
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124p. (下から 7行目) x = y2 → x = −y2

131p. (下から 5 行目) (1)-(3) の組であり, da∗p((D′)p
0) < m であるから,

→ k − 1 以下の交差数での (1)-(3)の組であり, k に関する数学的帰納法に

より,

132p. (2行目) ライデマイスター移動 II → k − 1 以下の交差数でのラ
イデマイスター移動 II

132p. (3行目) よって, da∗p((D′)p
0) < mであるから, → よって, k に関

する数学的帰納法により,

133p. (下から 7行目) γ0(Ki; 1) = 1 → γ0(Di; i) = iw(Di)

133p. (下から 5行目) (y + y−1)r−1 → yw(D)(y + y−1)r−1

135p. (下から 5行目) γn(D; x) = 0 → γn(D; y) = 0 (同様の訂正は 137p
上から 1行目に 1個所あります.)

136p. (下から 9行目) Dp
ε(p) → Dp

−ε(p) (同様の訂正は, 136p下から 8行
目に 1個所, 7行目に 2個所, 137p上から 9行目に 1個所, 10行目に 1個所あ
ります.)

136p. (下から 8行目) γn(Dp
0 ; y) → γn−δ(p)(D

p
0 ; y) (同様の訂正は 137p

上から 9行目に 1個所, 10行目に 1個所あります.)

136p. (下から 4行目)
u(D)−s(D)+c(D)+r(D)−1

2 → u(D) + −s(D)+c(D)+r(D)
2 − 1

136p. (下から 3行目)
u(Dp

0 )−s(Dp
0 )+c(Dp

0 )+r(Dp
0 )−1

2 → u(Dp
0) + −s(Dp

0 )+c(Dp
0 )+r(Dp

0 )
2 − 1

137p. (上から 3行目) r(D(i)) + r(D(i)) → r(D(1)) + r(D(2))

139p. (3行目) x + 1 − x−1 → x + x−1 − 1 (2個所)

145p. (上から 7行目) Lp → L
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148p. (分類表内) (14, 2, 1, 22)の行の |x|N の欄に (15, 23) を挿入.
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